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題目：電子顕微鏡を用いた機能性材料の構造物性 

研究  

内容： 結晶固体が示す構造と機能・物性との関係を明らかにするためには,

走査透過電子顕微鏡観察や粉末 X 線回折実験による原子レベルでの

構造解析に加えて, 数 μm スケールでのよりマクロな高次構造の解

明が重要になってきている. 回折・散乱現象を用いたマクロ構造の

解析・評価としては, 小角 X 線（中性子）散乱が高分子材料分野に

おいて広く用いられており, 1nm から数 μm スケールでの構造パラ

メータ（大きさ, 形状, 相関長）を求めることが出来る. 一方, 小

角電子回折は、超伝導磁束量子やカイラルらせん磁気秩序を示す

CrNb3S6 などのらせん磁性体の電磁場解析に、近年用いられている. 

最近我々は, 実空間観察手法である Lorentz 顕微鏡法と逆空間での

情報を得ることができる小角電子回折を併用することにより, 磁性

材料での 1nm から数 μm に及ぶ空間スケールでの磁気的微細構造や

その形成過程を調べることに成功した.本講演では、透過型電子顕微

鏡法を用いた局所構造解析手法として、小角電子回折法、走査透過

電子顕微鏡観察法を紹介し、酸化物磁性体、酸化物誘電体およびマ

ルチフェロイック物質での機能性とその発現メカニズムについて、

マクロからナノスケールにわたるマルチスケール構造という観点か

ら議論する。 
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